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2A14 バ イ 才知財人材育成システムの 開発 

中島理恵，小寺山 恵 ( 神奈川科学技術アカデミⅡ，西村由希子 ( 東大先端 研 ) , 

新保 斎 ( 理研 ) , 0 隔歳康一 ( 政策研究大学院大 ) 

1 . バ イ 才知財人材の 必要性 

大学、 公的研究機関、 民間企業のいずれにおいても、 基礎的な研究成果をもとにビジネス・ディベロップメント 

( 新事業を構築すること ) を図ることのできる 人材への需要が 高まっている。 このような需要は、 官民ともに近年 

大規模な研究開発投資がなされているバイオテクノロジ 一分野において、 特に際立っている。 

ビジネス・ディベロップメントを 行う際には、 基礎研究の成果を 右から左へと 開発主体に手渡すだけでは、 新し 

い 事業には結びつきにくい 1 。 このことはバイオ 分野にも当てはまる。 遺伝子であ れば、 どのような用途に 使えるの 

かを証明し、 特定の企業に 新規事業のシーズとして 売り込みに行って、 ライセンス交渉をする 必要があ る。 センサ 

一であ れば、 原理的に可能性が 示されるだけでは 不十分であ り、 ベンチャ一企業を 作って小型化に 向けた開発研究 

を行い、 実際に販売できる 形にすることが 要求されるケースも 多い。 

これに加えて、 遺伝子、 再生医療技術、 スクリーニンバ 系などバイオ 関連の研究成果には、 特許性の有無や 権 利 

範囲が確定していないものが 多い。 したがって、 技術進歩の動向を 正確に把握しつつ、 国内外の審査基準や 裁判の 

動向も見極めながら、 特許出願戦略、 訴訟戦略、 技術導入戦略、 ライセンス戦略、 事業提携戦略、 などを打ち立て 

ていか ねば ならない 0 ヒト の遺伝子サンプルを 扱 う 際の倫理問題など、 特許以外に考慮しなくてはならない 問題が 

あ ることも、 他の分野と異なる 点であ る。 

このような理由で、 バイオ分野の 基礎研究を社会に 還元するためには、 バイオ研究の 現場を把握し、 バイオの技 

術動向を正しく 理解した上で、 研究者と深い 議論をすることができる、 技術移転スペシャリスト、 研究プロジェク 

トの 知財戦略担当者、 スピンオフ支援人材、 といった専門職 2 の存在が不可欠であ る。 「バイ才知財戦略」の 根本に 

は「人材戦略」が 必要なのであ る。 

2003 年度、 「バイ才知財人材」の 育成を目指して、 財団法人神奈川科学技術アカデミ 一において「バイ 才知財人 

材育成システム 開発チーム」 3 が組織された ( 発注元 : 経済産業省、 委託 元 : 株式会社三菱総合研究所 ) 。 これは、 

経済産業省の「バイ 才人材育成システム 開発事業」の 一環であ り、 どのような人材が 必要とされており 何を身につ 

けるべきか ( スキル・スタンダードの 策定 ) 、 そのためにどのようなカリキュラムを 提供すべきか、 ということを 検 

記 し、 試験的な講義として「バイオ 矢口 財 戦略教育プロバラム」 4 を実施している。 本稿では、 当 チームのこれまでの 
成果について 報告する。 

2. 先行研究 : IP ブレインの育成 

隅藏は、 血 ℡ BRfeVifew4 号において、 知的財産関連人材を「 IP ブレイン」と 名づけ、 その育成のための 体制 ( 図 

1) について論じた。 。 この中で、 大字や企業の 研究室に在籍する 研究者に短期間の「 IP 研修」を受講させ、 その研 

究室と TLO や知財部をつなぐ「 IP アシスタント」 ( 研究室で知財を 担当する研究者 ) として機能させること、 なら 

びに、 複数の研究室が 参画する大規模な 研究開発プロジェクトにおいて、 知財戦略を構築して 実行する「 TP コンダ 

クター」 ( 知財戦略専門の 担当者 ) 6 を配置することを 提案した。 

また、 隅藏は 、 丁日本の知性は 死んだのか ? 』においては、 これからの人材の 知性のあ り方として、 一つの分野を 

深く掘り下げただけの「 1 字型」ではなく、 また一 つ あ るいは二つの 分野を深く掘り 下げてかっその 他のことも広く 

， 隅藏 康一丁これからの 生命科学研究者のためのバイオ 特許入門講座 山 ( 手上社、 2003 年 ) の 151 一 153 頁「デスパレーを 越え 
て 」 ( 研究・技術計画学会第 17 回シンポジウム (2002 年 ) の発表内容を 記載 ) を参照。 
2 どのようなバ イ 才知財の職種があ るのかについては、 前掲注 1 、 167 一 170 頁「理工系人材の 新たな活躍の 場」において 記した。 
3 http:7%ome.ksp.or.jP 瓜 ast ん hizai7chiz ㎡・ html 
4  http:/ 爪 ome.ksp.or.jp 瓜 ast/cmizai/l と semi.html 
5  階藏 康一「「 IP  ブレイン」育成システムの 開発」、 AcTeB  Review  4  号、 56 一 60  頁 (2003  年 ) 。 

6 原論文では「 IP プロデューサー」と 名づけたが、 このように改めた。 
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浅く知っている「 T 字型」「丁字型」 ( 図 2) でもなく、 文科系と理科系の 融合領域の中で 深く知っているものを 一 

つ持ち、 それを軸として 周辺分野を身につけている「円錐型」 ( 図 3) が重要になってくることを 述べた 7 。 

知財を扱う専門職は、 理工 系の バックバラウンドを 持ち、 法律・経営などの 知識も身につけていることが 望まれ 

る。 そのための手段としては、 大学院で複数の 学位を取得することが 考えられ 8 、 知的財産に関する 専門職大学院の 

設置も検討されている。 しかしながら、 現在のねか国においてバイ 才知財人材の 育成は急務であ るため、 1 年程度で 

成果の出るような 育成案の構築が 不可欠であ る。 

そのための手段としては、 大学や民間企業でバイオ 分野の研究開発に 携わる人々のうち 知財に関心を 持っ者に対 

し 、 週 1 回・ 1 年間程度の教育講座を 提供することにより、 バイ才知財を 軸とした「円錐型」の 知性を修得させ、 

バイ才知財人材として 活躍できるようにするのかよいだろう。 このような開催形態が 好ましい理由は 、 新たな職業 

への移行期間においては、 個々の参加者が、 研究室での実験などの 従来の仕事を 続けながら、 知財について 学べる 

ような方策が 必要となるためであ る。 

図 l lP ブレイン育成プロ ，ジェク ト の概念図 
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lP アシスタント 型人材 呼 コンダクタ一型人材 。 刊せ。 c 。 。 。 ， "" 
。 。 既 "" 。 研 " 者 '  。 。 既仮賂 。 専 "" 。 ""'  ( 知財を拍とした 経営 接略構案 の 

さ 俺程 ) 

図 3 これから育成されるべき「円錐型人材」 図 4 3 つのタイプの 知財人材モデル 

3. 開発チームの 活動 

当 チームでは、 育成されるべき 目標人材として、 上記の「 IP アシスタント」と「 IP コンダクター」に 加えて、 官 

民の研究所やべンチャコ 大手企業の研究開発部などで 知財を軸とした 事業戦略を構築する 参謀役を務める「 ロ一 

7 階 藏 康一「理系・ 文系の壁を乗り 越える「円錐型人材」の 育成」、 r 日本の知性は 死んだのか ? 山 ( 中嶋峰編著、 日本プラントメ 
ンテナンス協会、 2003 年 ) 14 一 26 頁。 

8 これに関連して、 米国の大学 TLO のライセンス 専門人材のキャリアパスを 調査したものとして、 隅藏 康一「米国技術移転人材 
の キャリアパス」 ( 研究，技術計画学会第 17 回年次学術大会講演要旨 集 、 302 一 305 頁、 2002 年 ) があ る。 
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リ 一型人材」を 加えた。 これは、 発明王エジソンの 発明活動を支えて 今日の GE 社設立に尽力した 特許弁護上グロ 

ス ベ ナー・ローリ 一にちなんだ 呼称であ り、 知財担当の執行役員 ( いわば ChiefInfe Ⅱ ectualPr0pertyo ℡ cer;CIPo) 

として位置づけることもできる。 

我々は、 バイ才知財人材に 必要な資質として、 次の 6 つに着目した。 

  ビジネス分析能力一 一般の財務諸表を 理解し、 企業分析とその 企業が保有する 知的財産の評価ができ、 

研究成果の事業化プランを 描き出せる能力。 

  知的財産戦略能力 - 将来の市場の 拡大を見越してクレームを 戦略的に構築し、 その特許を活用するなど、 

知的財産を基盤として 事業戦略を立てられる 能力。 

  法務戦略能力 一 研究成果を最大限活用できる 契約条件を考案して 交渉するとともに、 諸般の訴訟問題に 対 

して適切な対処を 行える能力。 

  アントレプレナーシップ - 婁を実現させる 情熱、 繊密 さ 、 前向きさを持ち、 企業家として 事業化や経営を 

推進する能力。 

  テクノロジ一一周辺技術の 動向を踏まえながら、 自らの技術を 過信することなく、 技術の強みと 弱みを 冷 

静に分析した 上で、 研究開発を進めることのできる 能力。 

  好奇心 一 多分野に関して 好奇心が旺 盛であ り、 仕事を楽しむことができる 能力。 

図 4 において、 平均的なバイオ 分野の研究者 ( 左の図の内側に 対応 ) が、 基本的な知財の 知識を身につけること 

で 「 IP アシスタント」 ( 左の図の外側、 ならびに中央の 図の内側に対応 ) となり、 知識を活用してビジネスの 現場 

で 実践できるレベルまで 知財に習熟すると「 IP コンダクター」 ( 中央の図の外側に 対応 ) となる。 さらに、 知財 分 

野の先口 調 と経験を踏まえて、 事業戦略・研究戦略を 明確に立てて 実践できるようになると、 「ローリ一型人材」 ( 右 

0 図に対応 ) となる。 

今回我々が構築したのは、 これら 6 つの資質のうち、 ビジネス分析能力、 知的財産戦略、 法務戦略能力、 の 3 つ 

を 養成するためのカリキュラムであ る。 原則として、 バイオ分野のバックバラウンドがあ る人々が対象のプロバラ 

ムとした 9 。 

バ イ 才知財人材となるために 身につけるべきスキルは、 上記の「ビジネス」「知的財産」「法務」の 融合領域であ 

る 。 我々は、 バイ才知財に 関連のあ る専門家にヒアリンクを 行うことにより、 バイ才知財人材のスキルを Iln 項目 

にわたって列挙し、 11 の大力テゴリⅠ 42 の中カテゴリ 一に分類した。 大力テゴリーは 以下のとおりであ る。 

知的財産の基礎 (32 項目 ) 、 コンプライアンスの 基礎 (9 項目 ) 、 ビジネス戦略の 基礎 (5 項目 ) 、 会社設立と運営の 

基礎知識 (10 項目 ) 、 研究立案 (3 項目 ) 、 事業 ィヒ (19 項目 ) 、 研究開発 (2 項目 ) 、 権 利化プロバラムの 策定 (16 

項目 ) 、 知財訴訟 (17 項目 ) 、 R&D 契約論 (2 項目 ) 、 ビジネス紛争処理 (1 項目 ) 

これら 116 項目の中には、 「円錐型」の ) 鰍 平面の方向に 知識を広げるための 基礎項目、 ならびに「バイ 才知財」 

を Z 軸 方向に掘り下げるための 専門的項目の 双方が含まれている。 

次に、 これらのスキルを 身につけるためのカリキュラム (26 科目 ) を作成し、 各科目がスキル 項目のいずれを 含 

ん で い るかを示す対応表を 作成した。 26 科目のうち以下の 16 科目を 、 「バ イ 才知財戦略教育プロバラム」として 試 

験 的に実施した。 
表 「バイ才知財教育プロバラム」 (2003) の開講科目 

「 知的財産戦略概論～姉位一体の 知的財産戦略～ l 米国特許法概論～バイオビジネスと 米国法～ 

9 これらの人々に 対してテクノロジー ( この場合はパイオ ) 面をさらにプラッシュアップするカリキュラム、 ならびにアントレ 
プレナーシップや 好奇心にれらは、 個々人の生来の 特性という要素が 大きい ) を育むカリキュラムについては、 別途検討した 
い。 
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試験的プロバラムの 受講者を募集したところ、 30 名の募集に対し 208 名の応募があ り、 このプロバラムの 需要の 

大きさが改めて 浮き彫りとなった。 採択された 37 名の専攻の内訳は、 バイオ分野 26 名、 法律分野 4 名、 経済・経 

営分野 4 名、 その他 1 名、 無回答 2 名、 であ る。 現在の職業は、 企業知財部 7 名、 企業研究開発関連部署 5 名、 企 

業 のその他の部署 ( マーケティンバなど ) 4 名、 TL05 名、 投資関連 ( ベンチャーキャピタルなど ) 5 名、 ベンチャ 

ー経営 3 名、 官公庁・公的機関 3 名、 特許事務所 1 名、 弁護士 1 名、 公認会計士 1 名、 大字等研究者 1 名、 大学院 

生 1 名、 であ る。 

この他、 今年度は 、 「バイ才知財教育プロバラム」の 一環として、 公開削 の キックオフ・ミーティンバ (10 月 4 

日 、 於 東京大学医科学研究所 ) 、 特別公開セミナー 3 回 ( 独立行政法人の 評価、 生物多様性条約、 バイオベンチャー 

に関するもの ) 、 試験的プロバラムの 受講者のうち 希望者に対する 移動教室 (10 月 31 日から 11 同 1 日まで、 研究 

機関やバイオベンチヤ 一の見学と ヂ イスカッション ) を開催した。 

4. 今後の展望 

今回行ったスキル・スタンダードの 策定、 カリキュラムの 策定、 ならびに試験的プロバラムの 成果を活用して、 

今後は、 「 IP アシスタント」のための 研修、 「 rP コンダクター」のための 教育講座、 「ローリ一型人材」の 育成施策、 

などをさらに 詳細に検討する 必要があ る。 特に、 「 IP コンダクター」の 育成にあ たっては、 座学だけではなく、 技 

術 移転やスピンオフ 支援などの案件を 実際に担当することにより、 オン ザ ジョブ   トレーニンバで 経験を蓄積でき 

るような体制作りが 望まれる。 

ここで参考となるのは、 英国ミッドランド 地方のメディチ・プロバラムであ る。 これは、 この地方のバーミンガ 

ム大学、 ウォーウィッ ク 大学など 5 大学が参加するプロバラムであ り、 バイオ分野の 研究者の中から、 大学で生ま 

れたバイオ発明の 商業化に関心のあ る人々を募り、 大学と産業界を 結ぶ「バイ才知財人材」になるためのトレ 一二 

ング を行 う というものであ る 10 。 

このプロバラムの 特徴は、 ビジネス、 起業、 知的財産権 などの講義が 提供されるだけではなく、 各 フェロ ー が大 

学 発明の商業化に 実際に携わり、 その中で経験を 蓄積してゆくという 点にあ る。 フェロ ー たちは、 研究者にインタ 

ビューをし、 技術評価をし、 市場調査をしてビジネスプランを 書く。 特許出願や、 ライセンス契約、 スピンオフ 企 

業の設立支援、 共同研究契約などに 関与することもあ る。 各大学には 1 名のプロバラム・マネジャーがおり、 メデ 

ィチ ・フェロ一の 指導にあ たる 11 。 

このプロバラムの 重要な点は 、 「バイオ研究者」から「バイ 才知財人材」へ、 というキャリアパスを 確立し、 それ 

に必要なスキルを 修得する機会を 提供している 点であ る。 わが国においても、 当 チームの成果 l9 を出発点として、 こ 

うした海外の 事例も参考にしながら、 バ イ 才知財人材の 育成システムを 確立することが 急務であ る。 

  

Io ・」れは -+ 、 @@+onnowoR,@lYr 2002 年 9 月から 、 、 2 0,?p.Ha,,@@yn@y,=,,.7,  年間のプロク フム で、 インクフントの @@  ハ 。 古 同等教育イノベーション 基金 (HEIEHlgherEducation 
InnovationFund) から約 200 万ポンドが支出されている。 各大字は 1 年あ たり 5 人のメディチ・フェロ ー を選抜し、 2 年間で 

合計 50 人が育成される。 メディチ・フェロ 一の中にはフルタイムの 人も、 バイオ研究の 傍らパートタイムで 取り組む人もあ る 

が、 平均すると一人あ たり約 4 万ポンド ( 約 800 万円 ) が支出されている 計算になり、 これがフェロ 一の給料 ( 最大年間 2 万ポ 

ンド ) やトレーニンバ 費用となる。 2002 年度のコースを 修了したのは 21 名であ り、 そのうち大学院生の 1 名を除く 20 名が バ 

イオ分野の博士号を 保有していた。 平均年齢は 32 歳で、 博士号を取得して 間もないポストドクターが 大半を占めていた。 

11 たとえばウォーウィッ ク 大学の場合は、 ウォーウィッ ク ，ベンチャー ズ という技術移転・ 起業支援のオフィスにメディチ・フ 
ェロ ー が配属され、 このオフィスの 案件を実際に 担当している。 2002 年度は 4 名がここから 巣立ち、 バイオの基礎研究と 産業 
を 結ぶ専門家として、 各所で新たな 一歩を踏み出した。 ウオーウィッ ク ・ベンチャー ズ のディレクタ 一であ る EderynWuliams 
によると、 2003 年度は 36 名の応募者の 中から 6 名が選抜され、 メディチ・フェロ ー として活動を 開始した。 

'2 当 チームの成果は 、 様々な方々に 支えられて活動を 行った結果として 生まれたものであ る。 特に、 新井賢一・東京大字医科学 
研究所教授をはじめとする「バイ 才知財人材育成委員会」の 皆様、 鮫島正洋・弁護士、 廣瀬隆行・弁理士、 二村隆章・公認会計 
士、 江端奈歩・弁護士、 澤田信明， JP モルガンインベストメントマネージメントインクヴァイスプレジデントをはじめとする 
「調査研究会」の 皆様、 「パイ才知財教育プロバラム」やセミナ 一の講師の皆様、 ならびに財団法人神奈川科学技術アカデミ 一の 

皆様に感謝 い たします。 
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